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☆第１０次原遺跡発掘調査①☆
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　　２０１６年から継続して行っている原遺跡の第１０次発掘調査が、 ７月２２日から始まりました。 今年度は、 こ

れまでの調査で見つかっている大きな溝の北東側の角や、 古代 （奈良 ・ 平安時代） の役所と関わりのある

建物などの跡が見つかるかというところに注目して調査をしています。 次回も発掘調査成果の最新情報を更新

していきます。 今回は遺跡の発掘調査の全体的な流れを一部紹介します。

重機を使って、 現在の地面を昔の

人々が生活をしていた痕跡が見え

る深さまで掘り下げます。

これまでの調査をもとに、 今回

の調査範囲を決定します。

（赤い枠の中が調査範囲です）

調査を行う深さまで掘り下げた

ら、 床面や壁をスコップなどを

使ってきれいにします。

地面を掘り下げていると、 建物や生活の跡 （写真

では土器） が見つかることがあります。

＊写真の土器は７月２４日 （木） に見つけました。

その日の調査が終了したら、 調査箇所や地面

が荒れてしまわないように、 ブルーシートをか

けて保護し、 次の調査を行いやすくします。

　原遺跡は２０１６年から継続して調査を実施し

ている、 岩沼市を代表する遺跡の一つです。

　今年度の調査開始からまだ数日しか経過して

いませんが、 古代の住居跡と見られる痕跡や、

大小様々な土器が見つかっています。

　今後の文化財通信でも発掘調査成果の最新

情報を更新していきます。 またこれまでの調査

成果や発見された土器の一部はふるさと展示

室にも展示しています。 ぜひお越しください。
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原遺跡の位置


